
（
１
）
（
２
）
（
３
）
（
４
）
（
５
）
（
６
）
（
７
）

当
問
題
に
つ
い
て
は
検
討
形
式
の
相
違
も
あ
る
が
、
半
井
本
系
統
に
基
づ
く
森
・
岡
西
ら
・
吉
田
・
長
沢
ら
・
新
村
・
馬
・
小
曽
戸
ら
の

（
８
）

報
告
が
す
で
に
あ
る
。
真
柳
も
巻
三
○
の
引
用
文
献
と
そ
の
字
数
に
つ
い
て
報
告
し
た
。
引
用
文
献
の
統
計
方
法
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い

（
９
）
（
Ⅲ
）
（
川
）
（
吃
）

て
も
、
薮
内
・
赤
堀
・
真
柳
・
馬
に
よ
る
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
、
い
ず
れ
も
引
用
数
の
少
な
い
文
献
ま
で
十
分
に
考
察
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
子
細
に
検
討
す
る
な
ら
訂
正
の
余
地
も
当
然

し
か
し
、
い
ず
れ
も
可

あ
っ
て
不
思
議
は
な
い
。

回
数
が
ど
れ
だ
け
あ
り
、

深
い
研
究
課
題
で
あ
る
。

（
脇
）

半
井
本
「
医
心
方
』
に
は
巻
二
五
の
本
文
第
七
行
目
（
図
１
）
に
の
み
一
回
、
「
経
義
解
云
．
：
」
と
い
う
記
載
が
み
え
る
。
半
井
本
を
模
刻
し

平
安
時
代
九
八
四
年
に
撰
進
さ
れ
た
医
学
類
書
、
丹
波
康
頼
の
『
医
心
方
」
が
引
用
す
る
文
献
は
数
多
い
。
そ
の
文
献
数
や
各
々
の
引
用

数
が
ど
れ
だ
け
あ
り
、
各
文
献
が
い
か
な
る
吾
な
の
か
を
解
明
す
る
こ
と
は
、
日
本
医
学
史
の
み
な
ら
ず
中
国
医
学
史
に
と
っ
て
も
興
味

緒一
問
題
の
所
在

「
医
心
方
」
に
記
述
さ
れ
る
「
経
義
解
」
の
検
討

一
三
口

苣
写〃、

日
本
医
史
学
雑
誌
第
四
十
二
巻
第
三
号
平
成
七
年
十
一
月
二
十
七
日
受
付

平
成
八
年
九
月
二
十
日
発
行
平
成
八
年
三
月
七
日
受
理

柳

誠
・
沈
尉
農
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（
２
）
（
６
）

さ
ら
に
岡
西
ら
と
馬
は
「
経
義
解
」
を
非
医
書
類
に
分
類
す
る
が
、
分
類
の
根
拠
に
言
及
し
な
い
。
筆
者
ら
も
十
世
紀
以
前
の
日
本
・
中

国
の
蔵
書
目
録
や
古
医
薬
文
献
の
引
用
書
目
を
管
見
の
か
ぎ
り
調
査
し
た
が
、
こ
れ
に
該
当
す
る
書
名
等
の
記
録
は
発
見
で
き
な
か
っ
た
。

は
た
し
て
「
経
義
解
」
は
書
名
な
の
か
、
そ
れ
と
も
書
名
以
外
な
の
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
当
問
題
を
考
察
す
る
前
に
、
当
該
部
分
を
「
経

義
解
」
と
読
み
取
る
べ
き
か
が
ま
ず
検
討
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

一
勺
１
Ｊ
』

「
経
義
解
」
を
書
名
と
判
断
し
た
記
録
は
、
す
で
に
森
立
之
「
医
心
方
提
要
」
所
収
の
安
政
四
年
自
筆
「
医
心
方
引
用
書
目
」
に
見
え
る
。

（
胴
）

彼
ら
江
戸
医
学
館
の
学
者
に
よ
り
半
井
本
が
世
に
出
現
し
た
の
で
、
「
経
義
解
」
を
書
名
と
す
る
の
は
森
の
判
断
が
記
録
上
の
最
初
だ
ろ
う
。

（
２
）
（
３
）
（
６
）
（
７
）
（
脇
）

の
ち
岡
西
ら
（
一
九
三
七
）
・
吉
田
（
一
九
三
九
）
・
馬
（
一
九
八
五
）
・
小
曽
戸
ら
（
一
九
八
六
・
九
四
）
・
窪
ら
二
九
九
三
）
も
「
経
義
解
」

を
書
名
と
し
て
記
す
。

源
郷
職
蕊
簡
単
浦
浮
蓮
置
奄
帳
礁
罐
惹
壁

６
ｑ
○
割
、

６
屯
Ｆ
ｑ
，
‐
ｑ
邑
凸
ｑ
ｈ
ｎ
１

Ｇ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｊ
ｌ
Ｉ
ｆ
ｆ
１
１
４
ｑ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｂ
ｍ
Ｒ
唖
‐
１
１
Ｉ
１
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｂ
Ｄ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
‐

１
１
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脚
脆
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‐
‐
１
１
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一

議
《－1半井本
(文献』

一
半
仁

『
医
心
方
』
の
通
常
書
式
か
ら
す
る
と
、
改
行
後
に
行
頭
か
ら
「
…
云
」
と
あ

図

れ
ば
、
そ
の
「
…
」
の
文
字
は
引
用
出
典
を
指
す
。
し
た
が
っ
て
見
慣
れ
ぬ
名

称
で
あ
る
に
し
て
も
、
「
経
義
解
」
を
書
名
と
認
識
し
て
も
当
然
で
あ
っ
た
。

た
安
政
版
で
は
第
五
葉
の
表
に
あ
り
、
安
政
版
を
影
印
し
た
人
民
衛
生
出
版

（
Ｍ
）

社
本
は
版
心
を
除
去
す
る
が
、
内
容
は
い
ず
れ
も
違
わ
な
い
。
す
な
わ
ち
図
１

の
よ
う
に
第
七
行
目
行
頭
よ
り

経
義
解
云
小
児
初
生
号
赤
子

と
記
さ
れ
、
こ
の
前
行
は
末
字
以
下
に
五
～
六
字
分
の
空
格
が
あ
っ
て
改
行
さ

れ
て
い
る
。
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供
文
で
あ
っ
た
。

（
｜
）
半
井
本
と
仁
和
寺
本
系
の
記
述
形
式

ま
ず
半
井
本
で
「
経
義
解
」
と
記
さ
れ
た
前
行
の
文
章
を
見
て
み
よ
う
。
す
な
わ
ち
図
１
の
第
六
行
目
で
は
行
頭
か
ら
一
字
下
げ
て
、

今
案
太
素
経
云
小
児
初
生
為
嬰
能
咲
為
咳
脈

と
読
め
る
文
章
が
あ
る
。
行
頭
か
ら
一
～
二
字
下
げ
る
「
今
案
」
注
は
半
井
本
巻
二
五
に
し
ば
し
ば
み
ら
れ
、
当
部
分
は
そ
の
直
前
に
『
小

品
方
」
か
ら
引
用
し
た
文
章
に
つ
い
て
の
注
記
文
で
あ
る
こ
と
を
、
前
後
の
引
用
文
と
区
別
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
文
章
は
「
太
素
」
か
ら

の
引
用
と
理
解
さ
れ
る
が
、
現
伝
の
楊
上
善
注
『
太
素
」
や
『
素
問
」
の
新
校
正
注
が
引
用
す
る
「
太
素
」
「
楊
上
善
」
の
文
章
に
み
え
な
い

さ
て
当
供
文
の
「
。
：
能
咲
為
核
脈
」
の
「
咲
」
は
「
笑
」
の
古
字
で
問
題
な
い
。
た
だ
し
末
尾
の
二
文
字
が
「
咳
脈
」
で
は
文
意
が
よ
く

通
じ
ず
、
そ
れ
ゆ
え
か
「
脈
」
の
右
横
に
は
「
児
□
」
の
傍
注
が
記
入
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
の
半
井
本
は
虫
損
で
「
□
」
の
部
分
が
ほ
ぼ
欠

（
Ｍ
）

け
て
い
る
が
、
安
政
版
の
版
下
に
半
井
本
を
模
写
し
た
時
点
で
は
読
め
た
ら
し
く
、
同
部
位
に
「
与
（
嗽
）
」
の
草
体
を
刻
し
て
い
る
。
つ
ま

り
傍
注
で
は
、
意
味
不
通
の
「
脈
」
を
「
児
歎
（
児
か
？
こ
と
疑
っ
て
い
た
。
そ
う
す
れ
ば
「
咳
脈
」
自
体
は
「
咳
児
」
と
な
り
、
語
義
が

ま
っ
て
文
意
は
通
じ
な
い
。

（
胴
）

一
方
、
巻
二
五
は
現
存
の
仁
和
寺
本
に
な
い
。
そ
こ
で
寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
に
多
紀
氏
聿
修
堂
で
仁
和
寺
本
を
筆
写
し
、
将
軍
家
に
献

（
Ⅳ
）

上
し
た
内
閣
文
庫
所
蔵
本
（
以
下
、
内
閣
仁
和
寺
本
と
略
）
で
当
該
部
分
を
み
る
と
、
図
２
六
行
目
の
よ
う
に
「
小
品
方
」
引
用
文
以
下
に
細

り
傍
注
で
は
、
意
味
｝

通
じ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

た
だ
し
文
章
全
体
で
は
「
初
生
為
嬰
」
と
「
能
咲
（
笑
）
為
咳
」
が
対
句
な
の
で
、
一
文
字
の
「
嬰
」
と
対
応
す
る
の
は
一
文
字
の
「
咳
」

で
、
そ
れ
が
二
文
字
の
「
咳
脈
」
で
は
古
語
の
語
法
と
合
わ
な
い
。
た
と
え
傍
注
の
よ
う
に
「
咳
児
」
と
釈
字
し
よ
う
が
、
や
は
り
一
字
あ

二
「
経
義
解
」
と
読
む
妥
当
性

(69）
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宏
兎
新
典
燕
吋
弟

字
双
行
で
、

小
妃
方
例
縮
〃
｛
｜
》

小
。
《
す
奇
・
黄
帝
具
手
｛
鼠
ｆ
４
馬
か
ｆ
☆
よ
為
杢
ｊ
今
案
太
素
経
云
小
児
初
生
為
嬰
能
咲
為
咳
脈
経
義
解
云
小
児
初
生
号
赤
子

或
卜
蔦
廼
一
手
望
為
炎
迄
婆
六
歳
秘
墨
芳
誇
方、し

産
経
云
凡
児
生
当
長
一
尺
六
寸
重
十
七
斤

丞
諦
愁
走
払
炎
下
翠
冗
病
難
治
対
・
暦
嬰
啄
臨
嚴
も
一
膣
と
記
さ
れ
て
い
る
。
細
字
双
行
に
よ
る
「
今
案
」
注
文
の
聿
日
式
は
半
井
本
で
も

撫
憐
挫
撫
總
鰄
撫
鵜
熟
議
薄
歸
一
般
的
で
、
も
ち
ろ
ん
当
部
分
は
「
太
素
経
云
小
児
初
生
為
嬰
能
咲
為
睦
「
脈

針
餐
堅
気
十
島
企
兇
辛
党
奈
滑
針
堂
灸
父
甘
蕊
‐
唇
趣
経
義
解
云
小
児
初
生
号
赤
子
」
「
産
経
云
凡
児
生
当
長
一
尺
六
寸
重
十
七
斤
」
の

十
分
す
え
几
訴
奨
小
妃
七
０
臥
上
卿
士
丁
銚
遥
尋
哩
担
哩
埋
一
噸
函
三
文
章
か
ら
な
る
。

三
）
半
井
本
の
混
乱
と
「
脈
経
義
解
」

こ
の
よ
う
に
、
内
閣
仁
和
寺
本
の
巻
二
五
図
２
部
分
は
記
載
内
容
と
言
式
構
成
が
ほ
ぼ
合
致
し
、
と
り
あ
え
ず
問
題
は
な
い
。
逆
に
半
井

本
巻
二
五
の
図
１
部
分
は
「
医
心
方
』
の
「
今
案
」
文
の
書
式
と
し
て
、
い
さ
さ
か
混
乱
が
あ
る
と
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
。
当
混
乱
が
生
じ

《
牧
夫
に
一

る
。
し
た
が
っ
て
第
一
文
は
初
生
児
を
嬰
、
咲
（
笑
）
う
よ
う
に
な
っ
た
ら
咳
（
咳
）
と
い
う
、
の
意
味
に
な
る
。
第
二
文
は
初
生
児
を
赤
子

と
い
い
、
第
三
文
は
初
生
児
の
身
長
・
体
重
を
い
う
。
こ
の
よ
う
に
三
文
と
も
小
児
の
う
ち
の
初
生
児
、
つ
ま
り
「
嬰
」
に
つ
い
て
の
記
述

で
あ
り
、
図
２
の
四
行
目
に
あ
る
「
小
品
方
」
引
用
文
中
の
「
嬰
児
」
に
対
す
る
注
と
理
解
し
て
い
い
。

他
方
、
七
行
目
の
『
針
灸
経
」
文
と
八
～
九
行
目
の
『
千
金
方
」
文
は
小
児
へ
の
針
灸
に
関
す
る
規
定
を
述
べ
、
と
も
に
「
嬰
児
」
の
説

明
で
は
な
い
。
両
文
は
「
小
品
方
」
文
へ
の
注
で
は
な
く
独
立
し
た
引
用
文
な
の
で
、
そ
れ
が
両
書
名
を
行
頭
か
ら
記
す
書
式
に
も
示
さ
れ

て
い
る
。

小
妃
方
例
縮
些

背
《
す
玄
黄
帝
画
人
手
寿
歳
蝋
ｆ
一
鳥
か
ｆ
へ
ぞ
↑
為

一！

第
一
文
末
字
の
「
咳
」
は
「
説
文
」
に
「
咳
、
小
児
笑
也
。
圦
口
、
亥
声
。

２

図
耐
）

古
文
咳
、
圦
子
」
と
あ
り
、
小
児
が
笑
う
こ
と
で
、
そ
の
古
宇
を
「
咳
」
と
す
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こ
の
「
脈
経
義
解
」
に
つ
い
て
は
可
能
性
が
以
下
の
四
通
り
考
え
ら
れ
る
。

ま
ず
想
定
す
べ
き
は
、
か
っ
て
漢
籍
か
韓
籍
か
国
書
の
『
脈
経
義
解
」
が
存
在
し
た
が
、
既
知
の
文
献
に
は
記
録
さ
れ
ず
に
散
供
し
た
可

（
砺
）
（
別
）

能
性
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
多
紀
氏
聿
修
堂
で
は
将
軍
家
に
献
上
し
た
内
閣
仁
和
寺
本
と
同
時
に
手
控
え
本
も
筆
写
し
て
お
り
、
東
京
国
立

博
物
館
に
伝
承
さ
れ
た
多
紀
氏
手
控
え
本
の
当
該
「
今
案
」
注
部
分
で
は
、
『
太
素
経
」
や
『
産
経
」
と
同
様
に
「
脈
経
義
解
」
に
も
左
に
朱

解
」
が
次
の
問
題
と
な
る
。

た
所
以
は
、
半
井
本
の
平
安
写
本
で
も
天
養
二
年
加
点
の
諸
巻
が
「
一
点
、
一
画
を
ゆ
る
が
せ
に
し
な
い
端
麗
な
筆
法
を
示
し
て
、
証
本
と

し
て
書
写
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
」
、
巻
二
九
お
よ
び
当
該
の
巻
二
五
が
「
本
文
を
書
き
留
め
る
こ
と
を
旨
と
し
て
お
り
、
自
分
の
手
控
本
と

（
四
）

し
て
の
性
格
が
強
い
」
別
本
、
と
山
本
が
指
摘
す
る
こ
と
と
お
お
い
に
関
連
す
る
だ
ろ
う
。
半
井
本
に
基
づ
き
安
政
版
を
校
刻
し
た
と
き
、

（
鋤
）

仁
和
寺
本
の
転
写
本
と
詳
細
に
対
校
し
た
江
戸
医
学
館
の
学
者
ら
も
こ
れ
ら
混
乱
に
気
づ
い
て
い
た
。
安
政
版
巻
二
五
の
札
記
の
該
当
部
に

脈
経
仁
和
寺
本
脈
字
下
属
、
可
従
。

の
注
記
が
あ
り
、
仁
和
寺
本
の
よ
う
に
脈
と
経
を
連
続
し
て
「
脈
経
」
と
釈
読
す
べ
き
と
判
断
す
る
。

以
上
よ
り
、
半
井
本
巻
二
五
で
「
経
義
解
」
と
記
さ
れ
た
前
後
の
三
文
章
は
、
と
も
に
疑
い
な
く
「
小
品
方
」
引
用
文
に
対
す
る
「
今
案
」

注
と
判
断
で
き
る
。
ま
た
半
井
本
の
祖
本
の
あ
る
段
階
で
は
三
文
章
が
連
続
し
て
筆
写
さ
れ
、
か
つ
内
閣
仁
和
寺
本
と
同
文
だ
っ
た
こ
と
も

疑
い
な
い
。
す
な
わ
ち
「
今
案
…
為
咳
。
脈
経
義
解
云
…
」
と
記
さ
れ
た
底
本
が
必
ず
存
在
し
て
い
た
。
そ
れ
を
筆
写
の
あ
る
段
階
で
「
…

為
咳
脈
」
の
後
で
改
行
し
た
た
め
、
「
今
案
…
為
咳
脈
／
経
義
解
云
．
：
」
と
い
う
半
井
本
巻
二
五
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
第
二
文
は
「
脈

経
義
解
云
。
小
児
初
生
号
赤
子
」
の
記
述
が
と
り
あ
え
ず
正
し
い
。
す
る
と
書
名
と
し
て
こ
れ
ま
で
記
録
に
な
い
、
脈
吉
ら
し
い
「
脈
経
義

は
、

今
案
以
下
至
重
十
七
斤
一

為
咳
仁
和
寺
本
咳
作
咳
。

以
下
至
重
十
七
斤
三
行
、
仁
和
寺
本
細
行
。
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他
方
、
こ
の
よ
う
な
言
名
記
録
す
ら
な
い
供
書
と
し
て
も
、
非
医
書
に
「
義
解
」
の
二
字
を
持
つ
吉
が
多
数
あ
れ
ば
、
『
脈
経
義
解
」
が
実

在
し
た
可
能
性
も
示
唆
し
よ
う
。
そ
こ
で
中
国
十
世
紀
ま
で
に
存
在
し
た
書
物
の
名
称
を
、
『
漢
書
』
芸
文
志
・
『
晴
書
』
経
籍
志
・
「
旧
唐
書
」

（
鵬
）

経
籍
志
・
「
唐
書
」
芸
文
志
で
通
覧
し
て
み
た
。

『
晴
書
」
経
籍
志
以
来
、
「
…
義
疏
」
「
…
義
注
」
「
…
義
綱
」
や
「
：
．
音
義
」
と
い
う
書
名
が
多
出
し
、
ま
た
「
…
集
解
」
「
…
経
解
」
「
…

節
解
」
も
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
し
か
し
「
義
解
」
の
二
字
を
持
つ
吾
は
、
「
唐
吉
」
芸
文
志
の
論
語
類
に
「
崔
豹
（
論
語
）
大
義
解
」
の
一
例

し
か
発
見
で
き
な
い
。
あ
る
い
は
疎
漏
も
あ
ろ
う
が
、
「
…
義
解
」
が
き
わ
め
て
例
外
的
な
書
名
な
の
は
明
瞭
で
、
「
脈
経
義
解
」
の
書
名
が

（
犯
）

線
を
引
き
、
彼
ら
が
書
名
と
判
断
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

あ
る
い
は
「
脈
経
義
解
」
の
記
述
そ
れ
自
体
に
な
ん
ら
か
の
錯
簡
が
あ
り
、
本
来
は
別
な
記
述
だ
っ
た
可
能
性
も
想
定
す
べ
き
だ
ろ
う
。

（
剛
）

な
お
三
木
の
研
究
か
ら
す
る
と
「
脈
経
義
解
」
が
韓
籍
名
の
可
能
性
は
ま
ず
な
い
。
よ
っ
て
以
下
は
、
漢
籍
の
可
能
性
、
国
害
の
可
能
性
、

錯
簡
の
可
能
性
に
つ
い
て
順
次
検
討
し
た
い
。

中
国
で
は
二
八
○
年
頃
の
王
叔
和
『
脈
経
」
以
来
、
十
世
紀
ま
で
に
各
種
「
脈
経
」
や
「
脈
経
…
」
「
…
脈
経
」
「
…
脈
経
…
」
の
名
を
持

（
創
）

っ
書
が
多
数
著
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
「
脈
経
義
解
」
ど
こ
ろ
か
、
未
・
金
時
代
ま
で
で
も
書
名
に
「
義
解
」
の
二
字
が
あ
る
医
書
は
既
知
の

（
鴉
）
（
洲
）

文
献
記
録
に
な
い
。
類
似
書
名
な
ら
鹿
安
時
（
一
○
四
二
～
一
○
九
九
）
の
「
難
経
解
義
」
も
あ
っ
た
が
、
そ
も
そ
も
時
代
が
違
う
。
一
方
、

（
型
）
（
幻
）

「
脈
経
…
」
「
…
脈
経
…
」
と
い
う
書
名
に
後
付
さ
れ
る
「
…
」
は
、
「
訣
」
「
紗
」
「
略
」
「
機
要
」
「
手
訣
」
「
音
」
の
み
だ
っ
た
。
こ
の
書
名

か
ら
推
せ
ば
、
お
よ
そ
当
時
の
「
脈
経
…
」
「
：
．
脈
経
…
」
と
い
う
書
は
『
脈
経
」
の
要
点
な
い
し
字
音
を
記
し
た
ら
し
く
、
字
句
に
義
や
解

の
注
釈
を
加
え
た
意
味
に
な
る
「
脈
経
義
解
」
と
は
ま
っ
た
く
違
う
。
こ
れ
だ
け
か
ら
す
る
と
、
当
時
中
国
で
そ
う
し
た
書
の
必
要
性
が
あ

っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。

三
「
脈
経
義
解
」
が
漢
籍
名
の
可
能
性
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平
安
時
代
ま
で
に
日
本
で
著
さ
れ
た
書
物
の
現
存
は
ま
れ
で
、
医
書
は
も
っ
と
少
な
い
。
た
だ
し
日
本
に
は
八
三
四
年
に
施
行
さ
れ
た
『
令

義
解
」
が
あ
る
。
同
様
に
『
脈
経
義
解
」
な
る
書
が
著
さ
れ
て
い
た
が
、
書
名
す
ら
供
伝
し
て
い
た
可
能
性
を
一
概
に
は
否
定
で
き
な
い
。

し
か
し
他
に
記
録
も
見
い
だ
せ
な
い
の
で
、
当
時
の
日
本
で
『
脈
経
』
注
釈
吉
が
著
述
さ
れ
る
条
件
の
有
無
を
ま
ず
検
討
す
る
。
次
に
書
名

に
「
義
解
」
が
用
い
ら
れ
る
条
件
を
検
討
し
、
「
脈
経
義
解
」
が
国
書
名
で
あ
る
可
能
性
を
考
察
し
て
み
た
い
。

引
用
の
一
耆
婆
脈
訣
押

に
手
が
か
り
は
な
い
。

二
）
『
脈
経
』
注
釈
書
が
著
述
さ
れ
る
条
件

『
脈
経
義
解
」
な
る
害
が
日
本
で
著
さ
れ
る
に
は
中
国
脈
書
の
存
在
が
前
提
で
あ
る
。
そ
の
記
録
は
、
七
○
一
年
の
大
宝
律
令
で
医
生
の
テ

（
鋤
）

キ
ス
ト
に
『
脈
経
』
を
指
定
す
る
の
が
最
古
。
八
九
五
年
頃
の
「
日
本
国
見
在
害
目
録
』
は
王
叔
和
「
黄
帝
脈
経
訣
」
一
二
巻
・
釈
羅
什
「
耆

（
”
）

婆
脈
訣
」
一
二
巻
・
楊
玄
操
「
脈
経
音
」
一
巻
を
著
録
し
、
九
八
四
年
の
『
医
心
方
』
で
は
当
該
の
「
脈
経
義
解
」
以
外
に
、
巻
二
に
一
回

（
７
）

だ
け
「
耆
婆
脈
訣
経
」
を
引
用
し
て
い
た
。
う
ち
「
見
在
吉
目
録
」
の
王
叔
和
『
黄
帝
脈
経
訣
』
一
二
巻
と
現
在
の
王
叔
和
『
脈
経
」
一
○

巻
は
同
一
著
者
で
、
巻
数
が
近
似
す
る
の
で
関
連
性
を
疑
え
る
。
一
方
、
『
見
在
害
目
録
」
の
『
耆
婆
脈
訣
」
と
同
一
書
ら
し
い
『
医
心
方
」

引
用
の
「
耆
婆
脈
訣
経
』
侠
文
は
、
罹
患
す
る
と
危
険
な
日
を
干
支
で
記
す
。
こ
の
書
名
は
仏
教
医
学
と
の
関
連
も
推
測
さ
せ
る
が
、
ほ
か

あ
り
う
る
条
件
も
満
た
さ
れ
な
い
。

『
見
在
言
目
録
」
の
楊
玄
操
『
脈
経
音
」
も
他
に
記
録
が
一
切
な
い
。
ち
な
み
に
玄
操
の
他
の
著
述
は
「
見
在
書
目
録
』
に
楊
玄
操
「
黄
帝

（
抑
）

八
十
一
難
経
」
九
巻
・
楊
玄
操
『
八
十
一
難
音
義
』
一
巻
・
楊
玄
（
操
）
「
本
草
注
音
』
一
巻
・
楊
玄
操
『
針
経
音
』
一
巻
・
楊
玄
操
『
明
堂

以
上
よ
り
、
中
国
で
『
脈
経
義
解
」
と
い
う
害
が
著
さ
れ
て
い
た
可
能
性
、
つ
ま
り
漢
籍
の
可
能
性
は
き
わ
め
て
低
い
と
判
断
さ
れ
た
。

四

「
脈
経
義
解
」
が
国
書
名
の
可
能
性
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（
制
）
（
塊
）
（
７
）

音
義
」
二
巻
、
『
宋
史
』
芸
文
志
に
楊
玄
操
『
素
問
釈
音
」
一
巻
が
著
録
さ
れ
る
。
ま
た
「
医
心
方
」
に
一
回
引
用
さ
れ
る
「
楊
音
」
は
薬
名

の
蕊
蘆
へ
の
反
切
で
、
同
文
が
九
一
八
年
頃
の
『
本
草
和
名
」
上
巻
に
も
「
楊
玄
操
音
」
と
し
て
記
載
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
『
本
草
和
名
」
が

（
認
）

多
量
に
引
用
す
る
「
楊
玄
操
」
「
楊
玄
操
音
」
「
楊
玄
操
音
義
」
は
記
述
内
容
か
ら
同
一
書
、
か
つ
「
見
在
吉
目
録
』
の
楊
玄
（
操
）
『
本
草
注

音
」
の
こ
と
と
推
定
で
き
る
。
楊
玄
操
の
書
は
よ
く
利
用
さ
れ
て
著
名
だ
っ
た
ら
し
く
、
楊
玄
操
「
・
・
・
音
義
」
を
楊
『
音
」
と
ま
で
略
し
て

も
誤
解
さ
れ
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
「
本
草
注
音
」
は
「
本
草
音
義
」
と
も
呼
ば
れ
た
ら
し
い
。
同
様
に
楊
玄
操
「
脈
経
音
」
に
は
「
脈

経
音
義
」
な
ど
の
別
称
が
あ
っ
た
可
能
性
も
疑
っ
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
と
も
あ
れ
奈
良
～
平
安
時
代
の
日
本
に
中
国
脈
書
は
実
在
し
、
利

で
は
当
時
の
日
本
で
、
中
国
脈
書
に
注
釈
す
る
環
境
は
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
中
国
医
書
の
注
釈
例
で
は
出
雲
広
貞
『
難
経
開
委
』
や
小

（
別
）
（
７
）

野
蔵
根
「
集
注
太
素
」
の
記
録
が
あ
り
、
『
難
経
開
委
」
は
『
医
心
方
」
に
「
開
委
」
と
し
て
一
回
引
用
さ
れ
る
。
一
方
、
作
者
不
明
だ
が
『
医

（
７
）
（
流
）

心
方
」
に
は
「
小
品
抄
義
」
の
引
用
が
一
回
、
ま
た
『
小
品
方
抄
義
」
か
ら
別
条
文
の
引
用
が
一
二
八
四
年
の
『
本
草
色
葉
抄
」
に
一
回
あ
り
、

と
も
に
同
一
書
ら
し
い
。
一
三
六
二
～
六
八
年
の
「
福
田
方
」
に
は
『
小
品
方
音
義
』
の
引
用
が
一
回
あ
る
が
、
中
国
で
は
十
一
世
紀
に
「
小

（
洲
）
（
Ｗ
）

品
方
」
が
失
伝
し
た
。
こ
う
し
た
『
小
品
方
』
関
連
書
は
中
国
の
記
録
に
な
く
、
と
く
に
『
小
品
方
抄
義
」
は
書
名
か
ら
し
て
国
害
の
可
能

（
鋤
）
（
粥
）

性
が
高
い
。
他
方
そ
れ
ら
の
原
典
は
、
大
宝
律
令
で
『
小
品
方
』
と
『
脈
経
」
、
『
続
日
本
紀
」
の
七
五
七
年
の
勅
令
で
「
太
素
」
と
「
脈
経
」
、

（
洲
）

九
二
七
年
の
『
延
喜
式
』
で
「
太
素
」
『
難
経
」
『
小
品
方
』
が
医
生
な
ど
の
テ
キ
ス
ト
に
指
定
さ
れ
て
い
た
。
と
す
る
な
ら
『
難
経
開
委
」

「
集
注
太
素
』
や
『
小
品
方
抄
義
』
と
同
様
、
日
本
で
「
脈
経
」
に
注
釈
す
る
環
境
は
疑
い
な
く
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
で
当
該
「
今
案
」
注
第
二
文
の
「
脈
経
義
解
」
が
言
名
な
ら
、
「
小
児
初
生
号
赤
子
」
が
そ
の
供
文
と
な
ろ
う
が
、
『
脈
経
」
に
こ

の
注
を
つ
け
る
べ
き
部
分
や
必
要
性
が
当
時
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
当
時
の
『
脈
経
」
は
現
存
せ
ず
、
供
文
も
八
一
○
年
の
宣
切
経
音
義
」

（
伽
）

に
引
か
れ
る
「
王
叔
和
脈
経
」
が
ほ
ぼ
唯
一
だ
が
、
そ
れ
は
現
在
の
王
叔
和
「
脈
経
」
と
よ
く
合
致
す
る
。
そ
こ
で
現
在
の
王
叔
和
「
脈
経
」

を
影
宋
版
で
み
る
と
巻
九
に
「
平
小
児
雑
病
証
第
九
」
篇
が
た
し
か
に
あ
り
、
そ
の
直
前
の
「
平
婦
人
病
生
死
証
第
八
」
篇
に
は
「
新
生
乳

経
音
義
」
な
ど
（

用
さ
れ
て
い
た
。
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（
判
）
（
蛇
）

子
」
の
語
句
も
あ
る
。
一
方
、
新
生
児
を
「
赤
子
」
と
呼
ぶ
例
は
中
国
に
紀
元
前
か
ら
あ
り
、
こ
れ
に
九
一
三
～
三
一
年
頃
の
『
和
名
抄
」

（
媚
）

が
「
知
古
（
ち
ご
）
」
の
和
名
を
あ
て
る
よ
う
に
、
当
時
の
日
本
で
「
赤
子
」
は
注
が
必
要
な
語
彙
だ
っ
た
。
も
し
当
時
の
『
脈
経
」
に
「
小

児
初
生
」
な
い
し
「
赤
子
」
の
語
句
が
あ
れ
ば
、
「
小
児
初
生
号
赤
子
」
の
注
釈
が
あ
っ
て
も
い
い
。

以
上
の
状
況
証
拠
に
よ
る
と
、
奈
良
～
平
安
時
代
に
「
小
児
初
生
号
赤
子
」
を
記
し
た
『
脈
経
」
注
釈
言
が
著
さ
れ
る
可
能
性
は
た
し
か

に
あ
る
。

日
本
で
は
『
養
老
令
」
の
公
的
注
釈
書
で
あ
る
『
令
義
解
」
が
、
前
述
の
よ
う
に
八
三
四
年
に
施
行
さ
れ
た
。
本
吉
の
令
文
解
釈
は
法
と

し
て
の
権
威
が
あ
っ
て
後
世
ま
で
尊
重
さ
れ
、
八
五
九
～
八
六
八
年
の
「
令
集
解
」
で
は
本
書
か
ら
引
用
を
通
例
「
謂
」
と
略
称
す
る
が
、

し
ば
し
ば
「
義
解
云
」
と
も
略
称
す
る
。
そ
う
称
し
て
問
題
な
か
っ
た
な
ら
、
「
義
解
」
を
書
名
に
持
つ
の
は
「
令
義
解
』
が
当
時
お
よ
そ
唯
（
判
）

一
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
「
義
解
」
を
書
名
に
持
つ
国
書
は
、
『
国
害
総
目
録
」
と
『
古
典
籍
総
合
目
録
」
に
八
一
文
献
が
著
録
さ
れ
る
。

（
幅
）

う
ち
成
立
年
代
が
明
ら
か
な
平
安
時
代
ま
で
の
書
は
『
令
義
解
」
が
唯
一
で
、
の
ち
南
北
朝
時
代
の
書
も
一
点
あ
る
が
、
両
害
以
外
は
医
薬

（
邨
）

書
三
点
を
含
め
す
べ
て
江
戸
時
代
の
著
述
だ
っ
た
。

以
上
か
ら
判
断
し
て
、
も
し
「
脈
経
義
解
」
が
国
書
な
ら
『
令
義
解
」
の
踏
襄
以
外
あ
り
え
ず
、
当
然
そ
の
著
述
は
『
令
義
解
」
施
行
の

八
三
四
年
以
後
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
他
方
、
「
脈
経
義
解
」
は
丹
波
康
頼
の
「
今
案
」
文
中
の
記
述
な
の
で
、
後
代
に
書
き
入
れ
ら
れ
た

ア
フ
０

三
）
『
脈
経
」
注
釈
書
名
に
「
義
解
」
が
用
い
ら
れ
る
条
件

『
脈
経
」
注
釈
書
名
に
「
義
解
」
が
用
い
ら
れ
る
に
は
そ
う
し
た
前
例
、
し
か
も
著
名
な
書
の
存
在
が
第
一
条
件
で
あ
る
。
前
述
の
よ
う
に

『
唐
言
」
芸
文
志
に
は
「
崔
豹
（
論
語
）
大
義
解
」
が
あ
っ
た
が
、
『
日
本
国
見
在
害
目
録
」
に
は
な
く
、
同
じ
崔
豹
の
『
古
今
注
」
ほ
ど
ひ

ろ
く
知
ら
れ
た
言
で
は
な
い
。
『
見
在
害
目
録
」
に
「
義
解
」
が
つ
く
他
書
の
記
録
も
な
い
。
中
国
吉
名
の
踏
襲
は
想
定
し
な
く
て
い
い
だ
ろ
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篇
に
引
用
さ
れ
た
夛

図
的
と
い
っ
て
い
い
。

可
能
性
が
排
除
さ
れ
、
『
医
心
方
」
撰
進
の
九
八
四
年
以
前
の
著
述
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
で
に
検
討
し
た
よ
う
に
「
脈
経
』
の
注
釈
害
が
奈
良
～
平
安
時
代
に
著
さ
れ
た
可
能
性
は
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
う
し
た
脈
論
注
釈
害

の
必
要
性
や
需
要
が
八
三
四
～
九
八
四
年
に
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
も
う
一
度
検
討
し
て
み
た
い
。

「
脈
経
」
は
七
○
一
年
の
大
宝
律
令
か
ら
七
五
七
年
の
勅
令
ま
で
医
生
の
テ
キ
ス
ト
に
指
定
さ
れ
て
い
た
が
、
九
二
七
年
の
「
延
喜
式
』
で

（
卿
）
（
洲
）

は
指
定
か
ら
は
ず
さ
れ
て
い
る
。
『
脈
決
」
も
大
宝
律
令
か
ら
七
五
七
年
の
勅
令
ま
で
針
生
の
テ
キ
ス
ト
だ
っ
た
が
、
『
日
本
紀
略
」
の
八
二

（
鞭
）
（
調
）

○
年
の
勅
令
で
指
定
さ
れ
た
針
生
の
学
ぶ
べ
き
医
書
に
な
く
、
「
延
喜
式
」
も
指
定
し
な
い
。
当
時
の
医
薬
書
等
で
も
、
九
一
八
年
頃
の
『
本

（
郷
）
（
帽
）

草
和
名
』
や
九
二
二
～
三
一
年
頃
の
『
和
名
抄
」
に
脈
書
の
引
用
は
一
切
な
い
。
九
八
四
年
の
「
医
心
方
」
で
は
前
述
の
よ
う
に
『
脈
経
」

を
一
回
も
引
用
せ
ず
、
脈
書
は
巻
二
に
毫
日
婆
脈
訣
経
』
か
ら
罹
患
す
る
と
危
険
な
日
を
干
支
で
記
す
説
と
、
当
該
の
「
脈
経
義
解
」
の
記

述
が
各
一
回
あ
る
だ
け
で
、
と
も
に
脈
論
と
は
無
縁
の
文
章
だ
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
で
は
な
い
。

医
学
全
書
と
し
て
の
『
医
心
方
」
に
は
巻
一
・
二
に
治
療
・
薬
物
・
経
穴
の
総
論
が
あ
る
が
、
脈
の
総
論
部
分
だ
け
が
な
い
。
さ
ら
に
全

（
岨
）
（
帥
）

篇
に
引
用
さ
れ
た
『
諸
病
源
候
論
」
の
文
章
で
も
、
脈
諭
部
分
だ
け
は
ほ
ぼ
悉
く
削
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
脈
諭
排
除
の
姿
勢
は
完
全
に
意

す
な
わ
ち
日
本
に
お
け
る
脈
諭
書
の
需
要
は
八
世
紀
ま
で
で
、
九
世
紀
以
降
は
学
習
さ
れ
ず
、
十
世
紀
後
半
の
「
医
心
方
」
で
は
脈
論
す

ら
排
除
す
る
。
し
た
が
っ
て
脈
論
注
釈
書
は
八
世
紀
ま
で
な
ら
著
さ
れ
て
も
い
い
が
、
八
三
四
～
九
八
四
年
に
著
さ
れ
る
可
能
性
は
き
わ
め

て
低
い
。
「
脈
経
義
解
」
が
国
書
名
だ
っ
た
可
能
性
も
ほ
ぼ
否
定
さ
れ
た
。

（
｜
）
可
能
性
の
有
無

「
脈
経
義
解
」
が
漢
籍

五
錯
簡
で
「
脈
経
義
解
」
と
な
っ
た
可
能
性

が
漢
籍
名
や
韓
籍
名
や
国
書
名
だ
っ
た
可
能
性
、
つ
ま
り
「
脈
経
義
解
』
と
い
う
害
が
存
在
し
た
可
能
性
は
ほ
ぼ
否
定
さ
れ
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た
。
残
さ
れ
た
の
は
「
脈
経
義
解
云
」
の
記
述
自
体
に
錯
簡
が
存
在
す
る
可
能
性
で
あ
る
。
た
だ
し
錯
簡
に
し
て
も
「
脈
経
」
「
義
解
云
」
以

外
の
文
字
単
位
か
ら
、
「
脈
経
義
解
云
」
が
合
成
さ
れ
る
可
能
性
は
常
識
的
に
も
あ
り
え
な
い
。
す
る
と
司
脈
経
…
義
解
云
」
の
「
…
」
部
分

が
脱
落
し
、
「
脈
経
義
解
云
」
の
記
述
と
な
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

ま
ず
「
脈
経
．
：
」
で
あ
る
が
、
「
医
心
方
』
の
「
脈
経
」
や
脈
諭
を
排
除
す
る
編
纂
姿
勢
か
ら
し
て
、
ヨ
脈
経
」
・
・
・
」
だ
っ
た
と
は
あ
ま
り

考
え
ら
れ
な
い
。
い
わ
ん
や
「
「
耆
婆
脈
訣
経
」
…
」
が
錯
誤
で
「
脈
経
…
」
に
変
化
す
る
可
能
性
も
お
よ
そ
な
い
。
よ
っ
て
「
脈
経
…
」
は

『
脈
経
…
」
と
い
う
耆
物
の
引
用
だ
っ
た
可
能
性
が
大
で
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の
書
に
は
脈
論
以
外
の
内
容
が
な
け
れ
ば
「
医
心
方
」
に
引
用

さ
れ
る
は
ず
は
な
い
。
な
ら
ば
仁
和
寺
本
の
「
今
案
」
注
の
第
二
文
、
「
小
児
初
生
号
赤
子
」
こ
そ
『
脈
経
…
」
と
い
う
書
の
快
文
で
あ
る
可

能
性
を
ま
ず
考
え
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
先
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
奈
良
～
平
安
時
代
に
「
小
児
初
生
号
赤
子
」
を
記
し
た
『
脈
経
」
注
釈

害
が
著
さ
れ
た
可
能
性
は
た
し
か
に
あ
っ
た
の
だ
か
ら
。

一
方
、
「
令
義
解
』
の
医
疾
令
は
令
文
中
の
「
少
小
」
に
対
し
、
解
と
し
て
「
謂
。
六
歳
以
上
為
小
。
十
八
以
上
為
少
。
言
。
療
治
少
小
固

（
別
）

多
異
成
人
。
故
別
云
少
小
」
を
記
す
。
こ
の
「
六
歳
以
上
為
小
。
十
八
以
上
為
少
」
と
完
全
な
同
文
は
、
図
１
．
２
の
よ
う
に
当
該
「
今
案
」

文
の
注
対
象
で
あ
る
『
小
品
方
』
引
用
文
の
冒
頭
に
あ
る
。
さ
ら
に
「
令
義
解
」
か
ら
の
引
用
を
当
時
は
「
令
」
を
省
略
し
、
「
義
解
云
」
と

記
す
の
が
一
般
的
だ
っ
た
。
こ
れ
に
『
医
心
方
」
が
引
用
可
能
な
「
義
解
」
の
つ
く
害
は
唯
一
『
令
義
解
」
だ
っ
た
こ
と
も
勘
案
す
る
と
、

「
義
解
云
」
が
『
令
義
解
』
の
引
用
を
指
す
こ
と
は
ま
ず
疑
い
な
い
。
以
上
を
前
提
に
、
「
脈
経
…
」
と
「
義
解
云
」
が
「
脈
経
義
解
云
」
と

な
る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
混
乱
を
推
測
す
べ
き
だ
ろ
う
か
。

も
っ
と
も
自
然
な
混
乱
な
ら
当
該
部
分
は
、

今
案
。
太
素
経
云
小
児
初
生
為
嬰
能
咲
為
孜
。
脈
経
：
義
解
云
小
児
初
生
号
赤
子
。
産
経
云
凡
児
生
当
長
一
尺
六
寸
重
十
七
斤
。

だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
そ
し
て
仁
和
寺
本
と
半
井
本
の
共
通
祖
本
の
あ
る
段
階
で
「
：
“
」
部
分
が
脱
落
し
、
「
脈
経
義
解
云
」
と
な
っ
た
と

い
う
推
測
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
「
小
児
初
生
号
赤
子
」
は
「
令
義
解
』
の
文
章
と
な
る
。
し
か
し
「
令
義
解
」
の
全
文
を
精
査
し
て
も
同
文
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（
二
）
錯
簡
で
「
脈
経
義
解
」
と
な
る
現
実
性

破
損
な
ど
や
筆
写
の
際
に
文
章
が
脱
落
す
る
の
は
よ
く
あ
る
。
半
井
本
で
も
脱
文
を
後
で
書
き
入
れ
た
部
分
は
多
い
。
た
だ
し
「
義
解
」

が
「
：
．
」
に
移
動
す
る
に
は
、
唯
一
の
可
能
性
し
か
考
え
ら
れ
な
い
。
俗
に
「
目
が
飛
ぶ
」
と
い
う
現
象
で
、
隣
接
し
た
二
行
の
ほ
ぼ
同
位

置
に
同
字
や
類
似
句
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
こ
か
ら
目
線
が
隣
の
行
に
移
っ
て
読
ん
で
し
ま
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
「
…
」
に
「
義
解
」
と

筆
写
し
た
後
、
ふ
た
た
び
目
線
が
本
来
の
行
に
戻
り
「
云
」
以
下
を
筆
写
し
た
場
合
し
か
起
こ
り
え
な
い
。
こ
れ
が
発
生
す
る
に
は
「
…
」

と
「
義
解
」
は
同
一
か
類
似
し
た
語
句
だ
っ
た
ろ
う
。
し
か
し
「
脈
経
：
。
」
が
「
脈
経
義
解
」
だ
っ
た
可
能
性
は
す
で
に
ほ
ぼ
否
定
さ
れ
た
。

残
る
可
能
性
は
「
：
．
」
が
「
義
解
」
と
類
似
し
て
い
た
場
合
で
あ
る
。
当
然
「
…
」
は
二
文
字
に
相
違
な
い
。
そ
こ
で
「
脈
経
…
」
を
「
脈

文
末
尾
の
「
有
少
小
手

合
、
話
の
順
次
よ
り
、

と
い
う
文
章
が
も
っ
と
も
妥
当
と
な
る
。
た
だ
し
「
．
：
」
部
分
と
「
療
治
少
小
固
多
異
成
人
故
別
云
少
小
」
の
脱
落
と
同
時
に
、
「
義
解
」
が

「
…
」
部
分
に
移
動
す
る
と
い
う
相
当
に
激
し
い
混
乱
が
生
じ
な
け
れ
ば
現
在
の
文
章
に
な
ら
な
い
。
そ
う
し
た
可
能
性
を
想
定
し
う
る
だ

ろ
う
か
。

や
類
文
は
発
見
で
き
ず
、
当
推
測
は
な
り
た
た
な
い
。

他
方
、
「
令
義
解
」
を
引
用
す
る
な
ら
、
「
小
品
方
」
と
同
じ
規
定
を
す
る
医
疾
令
解
文
の
「
六
歳
以
上
為
小
。
十
八
以
上
為
少
」
を
引
用

す
る
は
ず
が
な
い
。
あ
え
て
注
記
す
る
な
ら
『
小
品
方
」
の
同
文
直
後
に
「
（
今
案
令
）
義
解
同
之
」
と
記
し
、
続
け
て
文
頭
に
「
又
（
云
）
」

を
つ
け
て
以
後
の
文
章
を
引
用
す
る
だ
ろ
う
。
が
、
当
『
小
品
方
」
引
用
文
に
は
そ
う
し
た
痕
跡
も
み
え
な
い
。
そ
れ
よ
り
は
「
小
品
方
」

文
末
尾
の
「
有
少
小
方
焉
」
に
つ
い
て
、
「
療
治
少
小
固
多
異
成
人
。
故
別
云
少
小
」
を
文
意
か
ら
し
て
も
引
用
す
る
は
ず
で
あ
る
。
こ
の
場

今
案
。
太
素
経
云
小
児
初
生
為
嬰
生

治
少
小
固
多
異
成
人
故
別
云
少
小
。

太
素
経
云
小
児
初
生
為
嬰
能
咲
為
咳
。
脈
経
…
云
小
児
初
生
号
赤
子
。
産
経
云
凡
児
生
当
長
一
尺
六
寸
重
十
七
斤
。
義
解
云
療
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経
○
○
」
と
し
、
今
案
注
は
本
来
の
主
な
書
式
と
思
わ
れ
る
細
字
双
行
だ
っ
た
と
し
よ
う
。
「
○
○
云
」
以
下
の
字
数
は
「
義
解
云
」
ま
で
二

六
字
あ
る
の
で
、
一
行
二
六
字
詰
な
ら
一
定
条
件
で
「
○
○
云
」
と
「
義
解
云
」
は
二
行
の
同
位
置
に
隣
接
す
る
。
な
お
細
字
双
行
の
今
案

注
は
「
医
心
方
』
全
体
で
お
よ
そ
一
行
二
○
～
三
○
字
の
範
囲
で
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
二
六
字
詰
だ
っ
た
と
想
定
し
て
も
問
題
な
い
。

以
上
の
条
件
に
し
た
が
い
、
脱
落
し
た
だ
ろ
う
「
療
治
少
小
固
多
異
成
人
故
別
云
少
小
」
に
横
線
を
引
く
と
、
「
○
○
云
」
と
「
義
解
云
」
が

隣
接
す
る
場
合
は
左
の
Ａ
・
Ｂ
．
Ｃ
を
想
定
で
き
る
。

ヘＢ
・
：
：
…
…
…
：
…
：
…
：
…
…
…
…
：
：
有
少
小
方
焉
錯
毒
雌
罐

Ｃ
：
：
：
…
…
…
・
…
：
…
：
…
…
：
…
…
：
：
…
…
：
：
有
少
小
方
焉

初
生
為
嬰
能
咲
為
砿
脈
経
○
○
云
小
児
初
生
号
，
亦
子
朧
経
云
凡
児
生

我
解
云
療
猯
少
小
岡
多
異
成
人
收
別
云
少
小

今
案
太
素
経
云
小
児
初
生
為
嬰
能
咲
為
弦
脈
経
○
○
云
小
児
初
生
号

淵
股
一
尺
六
寸
亜
十
七
斤
義
解
云
旅
治
少
小
間
多
異
成
人
故
別
云
少
小

多
異
成
人
故

赤
子
産
経
云
凡
児
生
当
長
一
尺
六
寸
亜
十
七
斤
義
解
云
旅
治
少
小
間

別
云
少
小

〕
○
云
小
児
初
生
号
赤
子
産
絲
云
凡
児
生
当
長
一
尺
六
寸
亜
十
七
斤

：
：
…
有
少
小
方
焉
鑑
棒
群
幟
峨
転
勤
幟
鋤
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他
方
、
先
に
考
察
し
た
よ
う
に
、
八
世
紀
以
前
な
ら
「
脈
経
○
○
」
と
い
う
書
が
日
本
で
著
さ
れ
て
い
て
も
よ
か
っ
た
。
こ
の
場
合
、
「
小

品
方
抄
義
」
な
ど
か
ら
「
脈
経
抄
義
」
の
名
も
類
推
で
き
る
が
、
推
測
の
域
を
出
な
い
・

け
つ
き
よ
く
『
医
心
方
」
の
当
該
今
案
注
に
あ
る
「
小
児
初
生
号
赤
子
」
と
い
う
侠
文
は
、
『
脈
経
○
○
」
と
い
う
未
詳
書
か
ら
引
用
さ
れ

た
可
能
性
が
高
い
こ
と
は
断
言
で
き
る
。
そ
れ
が
漢
籍
の
「
脈
経
音
義
』
だ
っ
た
の
か
、
未
知
の
国
書
だ
っ
た
の
か
は
判
断
を
保
留
す
べ
き

（
三
）
『
脈
経
○
○
』
に
つ
い
て

以
上
の
考
察
が
正
鵠
を
得
て
い
る
な
ら
、
「
小
児
初
生
号
赤
子
」
の
快
文
を
持
つ
『
脈
経
○
○
』
と
は
い
か
な
る
書
な
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の

「
○
○
」
は
「
義
解
」
に
類
似
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

漢
籍
な
ら
第
一
候
補
は
『
見
在
害
目
録
』
の
楊
玄
操
「
脈
経
音
』
一
巻
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
当
耆
に
は
「
脈
経
音
義
」
の
別
称
も
あ
っ

た
可
能
性
が
先
に
推
測
さ
れ
、
こ
の
「
音
義
」
は
「
義
解
」
と
類
似
す
る
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
現
一
脈
経
』
に
は
小
児
病
篇
が
あ
り
、
婦

人
病
篇
で
は
新
生
児
に
言
及
す
る
。
す
る
と
楊
玄
操
が
底
本
と
し
た
「
脈
経
』
に
「
小
児
初
生
」
な
い
し
「
赤
子
」
の
語
句
が
あ
り
、
「
脈
経

音
義
』
に
「
小
児
初
生
号
赤
子
」
の
注
釈
を
記
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
こ
れ
は
状
況
証
拠
か
ら
の
推
測
に
す
ぎ
ず
、
確
証
も
な

い
の
で
、
可
能
性
の
指
摘
に
と
ど
め
た
い
。

か
り
に
仁
和
寺
本
と
半
井
本
の
共
通
祖
本
の
あ
る
段
階
で
右
の
よ
う
に
記
さ
れ
、
こ
れ
を
筆
写
す
る
と
き
「
目
が
飛
ぶ
」
現
象
を
伴
え
ば
、

「
脈
経
○
○
云
」
が
「
脈
経
義
解
云
」
に
な
る
こ
と
は
十
分
あ
り
う
る
。
そ
の
後
あ
る
い
は
同
時
に
横
線
部
分
が
脱
落
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
も
併
考
す
る
と
、
共
通
祖
本
は
Ａ
に
近
似
し
た
書
式
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
も
と
も
と
筆
写
本
の
『
医
心
方
」
は
相
当

に
自
由
な
字
詰
で
記
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
「
○
○
云
」
と
「
義
解
云
」
が
近
く
に
隣
接
し
、
さ
ら
に
横
線
部
分
が
脱
落
し
や
す
い
書

式
は
Ａ
・
Ｂ
．
Ｃ
以
外
に
も
多
数
あ
る
。
以
上
よ
り
判
断
す
る
と
、
「
脈
経
○
○
」
と
『
令
義
解
」
の
引
用
が
錯
簡
に
よ
り
合
成
さ
れ
、
問
題

の
「
脈
経
義
解
」
と
な
っ
た
可
能
性
が
も
っ
と
も
高
い
。
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以
上
、
半
井
本
『
医
心
方
」
巻
一

結
果
は
次
の
よ
う
に
総
括
で
き
る
。

だ
ろ
う
。

（
二
「
経
義
解
」
と
い
う
書
名
は
あ
り
え
ず
、
こ
れ
を
前
行
末
字
の
「
脈
」
と
続
け
て
「
脈
経
義
解
」
と
釈
読
す
べ
き
で
あ
る
。

（
二
）
『
脈
経
義
解
』
と
い
う
書
籍
が
存
在
し
た
可
能
性
も
ほ
ぼ
否
定
さ
れ
た
。

（
三
）
「
脈
経
義
解
云
」
の
記
述
は
、
『
脈
経
○
○
」
の
引
用
「
脈
経
．
．
」
と
「
令
義
解
」
の
引
用
「
義
解
云
」
が
、
誤
写
や
錯
簡
な
ど
に
よ

り
合
成
さ
れ
た
可
能
性
が
も
っ
と
も
高
い
。

（
四
）
「
小
児
初
生
号
赤
子
」
は
『
脈
経
○
○
」
の
供
文
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

（
五
）
『
脈
経
○
○
』
は
漢
籍
の
『
脈
経
音
義
』
、
あ
る
い
は
未
知
の
国
書
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

,洲
－空

ノ、本
拙
考
に
貴
重
な
御
助
言
を
い
た
だ
い
た
文
部
省
国
文
学
研
究
資
料
館
の
歌
野
博
氏
、
京
都
府
立
医
科
大
学
の
新
村
拓
氏
、
大
阪
大
学
の
東
野
治

之
氏
、
北
里
研
究
所
の
小
曽
戸
洋
氏
、
日
本
医
史
学
会
理
事
の
杉
立
義
一
氏
に
深
謝
も
う
し
あ
げ
る
。

肺
結

奉
祁

五
に
唯
一
記
さ
れ
る
「
経
義
解
云
」
に
つ
い
て
、
諸
史
料
に
基
づ
き
検
討
を
加
え
て
き
た
。
そ
の
考
察
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（
昭
）
丹
波
康
頼
『
医
心
方
半
井
家
本
医
心
方
（
五
こ
一
二
四
六
～
四
七
頁
、
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
大
阪
、
一
九
九
一
・

（
８
）

（
９
）

（
Ⅲ
）

（
Ⅱ
）

（
皿
）

（
４
）
長
沢
元
夫

九
七
三
。

（
５
）
新
村
拓
「

（
６
）
馬
継
興
「

（
７
）
小
曽
戸
洋

（
１
）
森
立
之
「
医
心
方
提
要
」
二
一
葉
表
～
五
一
葉
裏
、
一
八
六
○
成
立
（
石
原
明
氏
旧
蔵
の
森
立
之
自
筆
本
）
。
な
お
「
医
心
方
提
要
」
の
相
当

部
分
は
東
京
大
学
史
料
編
墓
所
「
大
日
本
史
料
』
第
一
編
之
二
十
一
（
東
京
大
学
出
版
会
、
東
京
、
一
九
八
一
）
に
翻
字
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、

「
医
心
方
引
用
書
目
」
は
採
録
さ
れ
て
い
な
い
。

（
２
）
岡
西
為
人
・
佐
土
丁
「
外
台
秘
要
医
心
方
証
類
本
草
等
所
引
用
之
古
医
書
」
「
東
方
医
学
雑
誌
』
一
五
巻
一
○
号
、
五
四
三
～
五
五
三
頁
、
一

九
三
七
。
当
報
告
は
各
害
に
お
け
る
古
文
献
の
引
用
回
数
を
挙
げ
る
が
、
こ
れ
を
岡
西
為
人
「
未
以
前
医
籍
考
』
（
古
亭
書
屋
、
台
北
、
一
九
六

九
）
は
引
用
条
数
に
誤
っ
て
転
載
し
て
い
る
。

（
３
）
吉
田
幸
二
医
心
方
引
用
書
名
索
引
」
「
書
誌
学
」
一
二
巻
四
号
二
○
～
二
八
頁
、
同
一
三
巻
一
号
一
九
～
二
五
頁
、
同
一
三
巻
二
号
一
八
～
二

文
献
と
注

（
１
）
森
立
之

九
八
一エー

ノ、
○

新
村
拓
「
「
医
心
方
」
引
用
書
目
」
、
新
村
拓
『
日
本
医
療
社
会
史
の
研
究
」
二
九
八
～
三
一
八
頁
、
法
政
大
学
出
版
局
東
京
、
一
九
八
五
。

馬
継
興
「
「
医
心
方
」
中
的
古
医
学
文
献
初
探
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
三
一
巻
三
号
、
三
二
六
～
三
七
一
頁
、
一
九
八
五
。

小
曽
戸
洋
・
大
上
哲
広
「
『
医
心
方
」
所
引
文
献
索
引
」
、
山
本
信
吉
ほ
か
編
『
半
井
本
医
心
方
付
録
医
心
方
の
研
究
』
資
料
・
索
引
篇
一

～
三
九
頁
、
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
大
阪
、
一
九
九
四
。
当
索
引
は
小
曽
戸
洋
「
「
医
心
方
』
引
用
文
献
名
索
引
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
三

二
巻
一
・
三
号
二
九
八
六
）
に
再
検
討
・
補
訂
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

真
柳
誠
「
「
医
心
方
」
巻
三
○
の
基
礎
的
研
究
」
「
薬
史
学
雑
誌
」
一
二
巻
一
号
、
五
二
～
五
九
頁
、
一
九
八
六
。

藪
内
清
「
「
医
心
方
」
所
引
の
古
文
献
」
「
医
證
」
復
刊
五
四
号
、
一
～
四
頁
、
一
九
八
五
。

赤
堀
昭
ヨ
医
心
方
」
へ
の
引
用
回
数
」
『
漢
方
研
究
』
一
六
五
号
、
二
九
～
三
六
頁
、
一
九
八
五
。

真
柳
誠
「
赤
堀
昭
氏
に
質
す
」
「
漢
方
の
臨
床
」
三
三
巻
一
号
、
一
六
～
一
九
頁
、
一
九
八
六
。

馬
継
興
「
関
於
『
医
心
方
」
所
引
古
文
献
条
数
的
核
実
ｌ
答
藪
内
渭
教
授
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
三
二
巻
三
号
、
二
九
一
～
三
○
二
頁
、
一

吉
田
幸
二
医
心
方

一
頁
、
一
九
三
九
⑤

後
藤
志
朗
「
引
用
害
解
説
」
、
太
田
典
礼
ほ
か
編
「
医
心
方
解
説
」
一
八
～
二
六
頁
、
日
本
古
医
学
資
料
セ
ン
タ
ー
、
東
京
、
一
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（
Ｍ
）

（
鴫
）

（
肥
）

（
Ⅳ
）

（
鴫
）

（
岨
）

（
別
）

（
別
）

（
”
）

（
詔
）

（
別
）

（
妬
）

（
郡
）

（
”
）

（
泥
）

ヘ
９
－

－
句
／
〕
』

（
洲
）

（
証
）

（
犯
）

（
認
）

（
鈍
）

丹
波
康
頼
「
医
心
方
」
五
四
九
頁
下
段
、
人
民
衛
生
出
版
社
、
北
京
、
一
九
五
六
・
九
三
。

矢
数
道
明
・
小
曽
戸
洋
「
江
戸
医
学
に
お
け
る
『
医
心
方
」
の
影
写
と
校
刻
事
業
」
「
漢
方
の
臨
床
』
三
二
巻
一
号
、
五
○
～
七
二
頁
、
一
九
八
五
。

穂
双
慶
・
張
瑞
賢
ら
校
注
『
医
心
方
」
四
○
○
頁
、
華
夏
出
版
社
、
北
京
、
一
九
九
三
。

丹
波
康
頼
『
医
心
方
仁
和
寺
本
影
写
本
・
多
紀
家
旧
蔵
本
」
三
七
八
頁
、
オ
リ
エ
ン
ト
出
版
社
、
大
阪
、
一
九
九
一
・

段
玉
裁
「
説
文
解
字
注
」
五
八
頁
、
成
都
古
籍
書
店
、
成
都
、
一
九
八
一
・

山
本
信
吉
「
半
井
本
医
心
方
に
つ
い
て
」
、
前
掲
文
献
（
７
）
解
題
・
研
究
篇
三
～
二
九
頁
。

段
玉
裁
「
説
文
解
字
注
』
五
八
舌

山
本
信
吉
「
半
井
本
医
心
方
に
一

前
掲
文
献
（
Ｍ
）
、
五
八
六
頁
。

杉
立
義
一
『
医
心
方
の
伝
来
」
一
三
二
～
二
五
六
頁
、
思
文
間
出
版
、
京
都
、
一
九
九
一
・

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
多
紀
氏
旧
蔵
写
本
を
調
査
さ
れ
た
杉
立
義
一
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。

三
木
栄
『
増
修
版
朝
鮮
医
書
志
」
（
学
術
図
書
刊
行
会
、
一
九
七
三
）
に
「
脈
経
義
解
」
や
類
似
の
書
名
は
な
く
、
三
木
栄
『
補
訂
朝
鮮
医
学

史
及
疾
病
史
」
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
一
）
は
新
羅
一
統
時
代
（
六
六
八
～
九
三
五
）
の
医
学
生
が
学
ぶ
べ
き
害
に
「
脈
経
」
が
指
定
さ
れ
て
い

た
こ
と
を
指
摘
す
る
が
、
『
脈
経
』
を
含
め
そ
れ
ら
の
注
釈
害
が
新
羅
で
著
さ
れ
た
記
録
は
な
い
。

岡
西
為
人
「
未
以
前
医
籍
考
」
一
二
三
～
一
七
七
頁
、
古
亭
書
屋
、
台
北
、
一
九
六
九
。

文
献
（
型
）
一
四
二
七
～
一
四
五
○
頁
「
耆
名
索
引
」
。

矢
島
玄
亮
「
日
本
国
見
在
耆
目
録
ｌ
集
証
と
研
究
」
一
九
三
～
一
九
四
頁
、
汲
古
書
院
、
東
京
、
一
九
八
四
。

『
史
学
叢
書
中
国
歴
代
芸
文
志
」
一
～
三
三
二
頁
、
大
光
書
局
、
上
海
、
一
九
三
六
。

丸
山
裕
美
子
「
日
唐
医
疾
令
の
復
元
と
比
較
」
「
東
洋
文
化
」
六
八
号
、
一
八
九
～
一
二
八
頁
、
一
九
八
八
。

本
書
の
楊
玄
操
注
は
現
伝
の
未
・
王
惟
一
『
王
翰
林
集
注
黄
帝
八
十
一
難
経
」
に
楊
日
と
し
て
侠
文
が
引
用
さ
れ
て
い
る

文
献
（
”
）
一
八
四
・
一
九
五
・
一
九
六
頁
。

岡
西
為
人

文
献
（
型
）

文
献
（
型
）

真
柳
誠
「
『
本
草
和
名
」
引
用
書
名
索
引
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
」
三
三
巻
三
号
、
三
八
一
～
三
九
六
頁
、
一
九
八
七
。

静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
の
『
本
朝
書
籍
目
録
（
仁
和
寺
書
籍
目
録
）
」
に
よ
る
。

文
献
（
”
）

文
献
（
詔
）

一
八
四
・

四
四
一
頁
。

一
五
頁
。
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（
別
）
平
馬
直
樹
ヨ
医
心
方
」
に
引
く
『
諸
病
源
候
論
」
の
条
文
検
討
（
第
二
報
）
」
『
医
心
方
研
究
発
表
会
ｌ
発
表
要
旨
集
』
三
二
～
三
六
頁
、
医

心
方
研
究
発
表
会
、
東
京
、
一
九
八
五
。

（
別
）
国
史
大
系
編
集
会
「
新
訂
増
補
国
史
大
系
令
義
解
」
二
八
○
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
東
京
、
一
九
七
五
。

（
真
柳
“
茨
城
大
学
人
文
学
部
／
北
里
研
究
所
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
部
）

（
沈
叩
南
京
中
医
薬
大
学
医
古
文
教
研
室
）

へへへへへ

4948474645
…………

へへへへへへ一、へ

4443424140393837
ーー…ー…ー…

へへ

3635
ーー

明
山
著
『
義
解
行
位
』
。

丹
波
忠
守
著
「
神
道
方
義
解
」
、
勝
田
五
嶽
著
『
傷
寒
論
古
義
解
」
、
武
藤
宗
英
著
『
大
同
類
聚
方
方
義
解
」
で
あ
る
が
、
後
二
言
は
現
存
不
詳
。

国
史
大
系
編
集
会
「
新
訂
増
補
国
史
大
系
日
本
紀
略
前
篇
」
三
二
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
東
京
、
一
九
七
五
。

吉
田
幸
一
「
和
名
抄
引
用
書
名
索
引
（
上
）
」
「
書
誌
学
」
一
○
巻
四
号
、
一
三
～
二
八
頁
、
一
九
三
八
。

平
馬
直
樹
・
小
曽
戸
洋
「
『
医
心
方
」
に
引
く
「
諸
病
源
候
論
』
の
条
文
検
討
」
「
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
一
巻
二
号
、
二
五
五
～
二
五
七
頁
、

一
局
い
・

国
史
大
系
編
集
会
「
新
訂
増
補
国
史
大
系
続
日
本
紀
前
篇
』
二
四
三
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
東
京
、
一
九
七
六
。

国
史
大
系
編
集
会
「
新
訂
増
補
国
史
大
系
延
喜
式
後
篇
」
八
二
六
頁
、
吉
川
弘
文
館
、
東
京
、
一
九
七
五
。

慧
琳
・
希
麟
『
一
切
経
音
義
」
正
編
二
六
・
八
一
・
一
二
三
頁
、
続
編
七
・
二
○
・
二
九
・
七
二
頁
、
大
通
書
局
、
台
北
、
一
九
八
五
。

小
曽
戸
洋
監
修
『
東
洋
医
学
善
本
叢
書
７
脈
経
・
鍼
灸
甲
乙
経
」
九
六
頁
、
東
洋
医
学
研
究
会
、
大
阪
、
一
九
八
一
・

張
玉
害
ら
『
侃
文
駒
府
」
一
五
六
五
頁
、
上
海
古
籍
書
店
、
上
海
、
一
九
八
三
。

京
都
帝
国
大
学
国
文
学
研
究
室
『
古
典
索
引
叢
刊
１
狩
谷
腋
斎
菱
注
倭
名
類
聚
抄
』
四
七
頁
、
全
国
書
房
、
大
阪
、
一
九
四
三
。

歌
野
博
氏
の
ご
教
示
に
よ
る
。
分
野
別
で
は
『
令
義
解
』
を
含
む
同
書
関
係
書
お
よ
び
仏
教
書
が
各
々
一
七
書
目
あ
り
、
も
っ
と
も
割
合
が

真
柳
誠
二
本
草
色
葉
抄
」

小
曽
戸
洋
弓
小
品
方
」
害

本
残
巻
」
六
八
～
八
○
頁
、

文
献
（
型
）
五
二
一
～
五
一

一
九
八
五
。

」
所
引
の
医
学
文
献
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
三
六
巻
一
号
、
三
四
～
三
六
頁
、
一
九
九
○
．

書
誌
研
究
」
、
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
文
献
研
究
室
編
「
小
品
方
・
黄
帝
内
経
明
堂
古
紗

ロ
〈
、
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
、
東
京
、
一
九
九
二
・

三二

頁
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AStudyon:6KyOGige''or@6JingYijie''MentionedinthelshinpO

byMakotoMAYANAGIandSHENShunong

ThelshinpO(医心方)writtenin984istheoldestextantmedicalworkinJapan.Inthisworkaunique

sequenceofcharacters,経義解(KyOGigeinJapanese,JingYijieinChinese)followedbythecharacter云，

whichusuallyindicatesacitation,canbefoundonlyonceinvo1.25oftheNakarai-MS(半井本).Thatis

whyithasbeenregardedasacitedbooktitleuntilnow.However,therewerenobookswiththetitle経

義解beforethetimeofthelshinpO.Theauthorsthereforetriedtomakeahistoricalinvestigationintothis

phrase.Thefollowingresultscouldbefound:

(1)Thephraseinquestionhastobeseenasoneunittogetherwiththelastcharacteroftheformer

line脈andshouldbereadas脈経義解(MyakukyOGigeinJapanese,MaijingYijieinChinese).

(2)Therearenobooksextantwiththetitle脈経義解,andweseenopossibilitythatsuChabook

mighthavebeenwrittenbeforethetimeofthelshinpO.

(3)Themostpossiblereasonwhythephrase脈経義解,whichisnotabooktitleisgivenonlyhere

ismiscopyandmispagination.Originally,theremusthavebeentwoseparatecitations,onefrom脈経○

○,anannotatedbooktotheMaijing(脈経),andtheotherfrom義解,ashortenednameoftheRy6-noGige

(令義解).Asaresultofmiscopyandomissions,脈経and義解werefinallycombinedto脈経義解

(4)Thesentence小児初生号赤子whichfollowsthephrase脈経義解maybeamissingpartofthe脈

｛
ぬ
い
）

Ｆ
④
串



経○○．

(5)Thereisapossibilitythatthe脈経○○mighthavebeentheMaijingYinyi(脈経音義)writtenin

China,oranyotherunknownbookwritteninJapan.

”
垣
的

｛
や
エ
）


